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いじめの事前防止 

未然対策 

早期対応 

１ 

指導の継続・充実 

全体指導 

教育委員会への報告 

個別指導 

具体的対応 

職員会議 

いじめ防止 

対策委員会 

教育委員会への速報 校長への報告 

再発防止への取組 

調査結果の報告 

学校・教育委員会調査 

いじめ問題の発見 

調査委員会の設置 

教 師 

保護者 

地 域 

教 師 

保護者 

地 域 

発見者 

担 任 

児童生徒部 

学部 

校長、教頭、児童生徒部長、 

学部主事、人権教育主任、養護教諭

外部専門家、（発見者・担任） 

・教師による発見        ・被害児童生徒からの訴え 

・被害児童生徒の様子からの発見 ・物損等からの発見 

・児童生徒からの情報      ・保護者からの情報 

・アンケートによる発覚     ・地域住民からの情報 

・教師による観察        ・保護者からの情報 

・児童生徒からの情報      ・物損等の確認 

・アンケート実施        ・地域住民からの情報 

・家庭用チェックリストの実施 

・迅速な対応（聞き取り調査、確実な状況把握、正確な情報収集等） 

・抑止（被害者・加害者の把握、関係者の把握、傍観者指導） 

・二次被害の防止（被害者保護、情報拡散防止、風評被害防止） 

・事実の確認     ・情報の整理 

・問題の検証     ・指導の検討    

・対応の検討     ・情報の共有化 

・心情心理把握    ・背景調査 

・事実の再調査 

・情報の共有化   ・指導体制の確認  

・事実の確認    ・指導内容の確認                       

・情報の整理    ・指導の統一化 

・認識の共通化   ・対応の確認 

被害児童生徒 加害児童生徒 傍観児童生徒 

・心の支援 

・生活の支援 

・その他の支援 

・いじめ問題の理解 

・心の支援 

・背景の解消 

・いじめ問題の認識 

・心の支援 

・二次被害の防止 

    

・保護者会の実施 

・専門機関、医療機関、関係各署の活用（助言等） 

再発防止の指導 

保護者への対応 

・家庭訪問（事実説明、保護者の心情把握、保護者からの状況提供、支援協力の依頼） 

・事後指導の確認     

・家庭との連携確認 

いじめ根絶の指導 いじめ相談 

指導の見直し 体制の再構築 アンケート調査 

書面による報告 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

 

11 

 

指導体制の確立 保護者への対応 施設への対応 地域への対応 

２ 

必要に応じ相談 

専門機関、医療機関、関係各署 


